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本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（中塩原1-2）

庁
舎
名

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

く
ら
し

住
ま
い
・
環
境

交
通
・
消
防

雇
用
・
資
格

福
祉

　

黒
磯
那
須
公
設
地
方

卸
売
市
場
で
は
、
市
場

で
野
菜
な
ど
を
仕
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
小
売

業
な
ど
の
買
受
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
買
受
人
に
な
る
に
は
、
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
お
店

を
営
業
し
て
い
て
、
市
場
か
ら

野
菜
な
ど
を
仕
入
れ
た
い
人
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
商
工
観
光
課�

☎（
62
）７
１
５
４

き出る温泉の恵みに感謝し塩原温泉の末永
い繁栄を願う古式湯まつりが、9月25日に

塩原地区で開催されました。メイン会場の湯っ歩
の里では、塩原温泉発祥の元

も と ゆ

湯地区でくんだ「御
ご し ん

神
湯
とう

」を各塩原温泉地区へ分ける分湯式や、塩原小中
学校後期課程生徒などによる巫

み こ ま い
女舞が披露されま

した。巫女舞に参加した9年生の野口稜
り お

央さんは「中
学生が巫女舞を踊るのは3年ぶり。参加できていい
思い出になった」と笑顔を見せてくれました。

令和4(2022)年12月号

市では地場農産物が豊富に収穫される10月
を「食育月間」と定めており、今年度は、市

内小中学校全30校が同じ献立を食べる「地産地消給
食」を初めて実施。初提供となるこの日のメニュー
は、市内産小麦「ゆめかおり」を100パーセント使
用したコッペパンや市内産豚肉使用のウインナー、
市内産キャベツのサラダなど。高林小6年生の皆

みなかわ
川

結
ゆ づ き

月さんは「いつものパンより小麦の香りが強くて
おいしい」と舌鼓を打っていました。

那須塩原の恵みをいただきます！
～高林小　地産地消の給食～

本

東京で生乳産出額全国2位をPR！
～白

しろかね

金台・八
はっぽう

芳園「MuSuBu」～

月21日から25日まで、東京の「八芳園」が運
営するショールーム「MuSuBu」で開催した、

本市のPRイベント「ミルクから広がる新しい世界」。
本市産農畜産物の直売のほか、地元産のチーズと
ワインを提供するコーナー、牛乳のおいしさを引
き立てるパンの紹介などを行いました。来場者か
らは「食を通じて那須塩原を知ることができてよ
かった」「那須塩原に行ってみたくなった」といった
感想が寄せられました。

9

なすしおばら ほっとニュース

14

湧

大地の恵みへの感謝と繁栄を祈る
～塩原温泉 古

こ し き

式湯
ゆ

まつり～

や農業の大切さを学ぶため、田植えから稲
刈りまでを体験する横林小の農業活動。10

月14日、全校児童13人を対象に米の脱穀体験が行
われました。児童たちは自ら収穫した稲穂を手に、
足踏式脱穀機や千

せ ん ば こ
歯扱き（いずれも地元農家から借

用）にかけるなど、不慣れながらも脱穀作業を体験。
一粒一粒手作業で集められた米は、後に行われた
子ども会主催の収穫祭でおこわなどに加工し、み
んなでおいしくいただきました。

食

先人の苦労と食物の尊さを実感
～横林小 脱穀体験～

・

令和4（2022）年12月号

お知らせ掲示板
　
く
ら
し

今月のテーマ
国 税 庁 を か
た る 不 審 な
ショートメッ
セージやメー
ルに注意！

〇
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 （
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎（
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）７
９
０
０

開
設
時
間

 

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
事
例
】

〇�

国
税
庁
か
ら「
所
得
税
が
未
納
で
す
。

支
払
い
は
こ
ち
ら
」と
の
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て
き
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

〇�

国
税
庁
を
か
た
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
か
ら
、
偽
の
国
税

庁
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
誘
導
す
る
事
例

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

〇�

国
税
庁
や
税
務
署
で
は
、
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
案
内
を
送
信
し

て
い
ま
せ
ん
。
不
審
な
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
受
信
し
た
場
合

や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
か
た
る

サ
イ
ト
を
発
見
し
た
場
合
は
、
ア
ク

セ
ス
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

〇�

正
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

冬
季
積
雪
・
凍
結
の
た
め
一
部
の

市
道
が
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

〈
市
道
板
室
沼
原
線
〉

▼
と
き　
12
月
１
日
㈭
～
来
年
４
月
21
日
㈮

〈
市
道
旧
新
湯
線
〉

▼
と
き　
12
月
1
日
㈭
～
来
年
3
月
31
日
㈮

※�

春
の
開
通
日
は
、
降
雪
状
況
に
よ
り
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○

道
路
課�

☎（
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）７
１
６
４

通
行
止
区
間

通
行
止
区
間

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
通
行
に
注
意

市
場
で
野
菜
な
ど
を

仕
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か

大
規
模
小
売
店
舗
の

変
更
届
出
書
が
見
ら
れ
ま
す

　
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
き
、
次

の
店
舗
の
変
更
届
出
書
が
本
商
工
観
光
課
で

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
意
見
が
あ
る

場
合
は
、
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

▼
対
象
施
設

　
ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
西
那
須
野(

変
更
届
出
）

▼
変
更
内
容

　
設
置
者
お
よ
び
小
売
業
代
表
者
変
更

▼
閲
覧
期
限　
来
年
1
月
30
日
㈪

▼
閲
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

○
本
商
工
観
光
課�

☎（
62
）７
１
５
４

　
「
Ｏお

ん

せ

ん

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
in
那
須
塩
原
２
０
２
２・西
那
須
野
」

開
催
に
伴
い
、
コ
ー
ス
と
な
る
道
路
を
参
加

者
が
歩
行
し
ま
す
。
歩
道
が
な
い
場
所
も
あ

る
た
め
、
付
近
を
車
両
で
通
行
す
る
と
き
に

は
安
全
運
転
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
26
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
頃

▼�

と
こ
ろ　
西
那
須
野
支
所
～
大
山
参
道
～

乃
木
参
道
～
ぽ
っ
ぽ
通
り
周
辺

西那須野支所西那須野支所
西那須野駅西那須野駅 至 黒磯至 黒磯至 矢板至 矢板

大山別邸大山別邸

大山墓所大山墓所

乃木神社乃木神社

ぽ
っ
ぽ
通
り

ぽ
っ
ぽ
通
り

●

●

●

●
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▼
問
い
合
わ
せ

○
本
商
工
観
光
課�

☎（
62
）７
１
５
６


